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新型コロナウイルスに感染

するたびに、糖尿病や腎臓

病、臓器不全、精神疾患と

いった健康障害の発症リス

クが高まる可能性のあるこ

とが、米国で実施された研

究で明らかになった。新型

コロナウイルスに複数回感

染しても影響は軽微とする

俗説を覆す研究成果だ。 

10日に米科学誌ネイチャ

ー・メディシンで発表され

たこの研究では、米国の退

役軍人向け医療保険制度を

通じて治療を受けた約 580

万人の健康記録を分析した。その結果、新型コロナウイルスに複数回感染した人は、最後

の感染から最長 6カ月後までの間、肺や心臓、脳、消化器系に影響を及ぼす問題など、多

くの健康障害のリスクが高くなっていたことが判明した。 

複数回感染した人は、1回だけ感染した人に比べて、死亡する可能性は 2倍、入院する可

能性は 3倍高くなっていた。また、心臓疾患の発症リスクは 3倍、肺疾患の発症リスクは

3.5 倍、脳疾患の発症リスクは 1.5 倍強上がっていた。 

死亡や入院、発症のリスクは、ワクチンを未接種の人でも接種済みの人でも高くなってい

た。研究の対象者が感染した変異株には、デルタ株やオミクロン株、オミクロン株の派生

型で現在主流となっている BA.5などが含まれる。 

論文のシニアオーサーである米セントルイス・ワシントン大学の疫学者ズィヤド・アルア

リーは、このところ、新型コロナにかかった人やワクチンを接種した人、とりわけワクチ

ンを接種して感染もした人は「無敵のオーラ」でもあるかのように思われていると苦言を

呈する。 

そのうえで「わたしたちの研究では、2回目、3回目、4回目と感染を重ねるごとに、健

康リスクが高まることがはっきり示された」と強調し、人々に対して引き続き再感染への

警戒を怠らないよう呼びかけている。 

アルアリーによると、心臓や脳、肺などの疾患に限らず、ほかの健康障害の発症リスクも

新型コロナウイルスに感染するたびに高まるようだという。 

アルアリーは、何より望ましいのは再感染を避けることだと述べ、そのためにはマスクを

着ける、体調を崩したときは外出しない、対象となるブースター接種はすべて受ける、と

いった対策が役に立つと助言している。 


